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ト
レ
ン
ド・リ
ポ
ー
ト

錯
綜
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
地
域
統
合

―
そ
の
動
向
と
直
面
す
る
課
題
―

浦
部
　
浩
之

●
新
し
い
地
域
統
合
と
流
動
化
す

る
国
際
関
係
構
図

　

ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の
懐
疑
が
強

ま
り
、
米
国
が
提
唱
し
て
い
た
Ｆ
Ｔ
Ａ

Ａ
（
米
州
自
由
貿
易
圏
）
構
想
が
頓
挫

（
二
〇
〇
五
年
）
し
て
以
降
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
で
は
複
数
の
新
し
い
地
域
統

合
が
生
ま
れ
、
地
域
の
国
際
関
係
の
構

図
を
大
き
く
変
え
て
い
る
。
二
〇
〇
八

年
に
設
立
さ
れ
た
「
南
米
諸
国
連
合
」

（U
nión de N

aciones Suram
erica

nas

：
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
―
―
南
米
大
陸

の
一
二
カ
国
で
構
成
）
と
二
〇
一
一
年

に
設
立
さ
れ
た
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・

カ
リ
ブ
諸
国
共
同
体
」（Com

unidad 
de E

stados Latinoam
ericanos y 

Caribeños

：
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｃ
―
―
米
国

と
カ
ナ
ダ
以
外
の
米
州
の
全
三
三
カ
国

で
構
成
）
は
い
ず
れ
も
、
米
国
を
意
図

的
に
排
除
し
て
地
域
の
自
立
性
を
高
め

る
こ
と
に
明
確
な
狙
い
が
あ
り
、
統
合

プ
ロ
セ
ス
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
米
国

の
影
響
力
が
強
い
「
米
州
機
構
」（
一

九
四
八
年
設
立
）
の
重
要
性
は
明
ら
か

に
弱
ま
っ
て
き
た
。
た
だ
他
方
で
、
ネ

オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
修
正
す
る
経
済
政

策
へ
の
傾
き
を
強
め
て
き
た
「
メ
ル
コ

ス
ル
」（
南
米
南
部
共
同
市
場
、
一
九

九
一
年
設
立
）
の
加
盟
国
（
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
パ

ラ
グ
ア
イ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ボ
リ
ビ
ア

の
六
カ
国
。
た
だ
し
ボ
リ
ビ
ア
の
加
盟

承
認
は
各
国
議
会
の
批
准
待
ち
）
と
二

〇
一
二
年
に
「
太
平
洋
同
盟
」
を
立
ち

上
げ
た
自
由
貿
易
志
向
の
強
い
国
々

（
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ペ
ル
ー
、

チ
リ
の
四
カ
国
）
と
の
間
の
ス
タ
ン
ス

の
違
い
も
露
わ
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

統
合
に
向
け
た
各
国
の
思
い
は
け
っ
し

て
一
枚
岩
で
は
な
い
。
ま
た
、
二
〇
一

五
年
七
月
に
実
現
し
た
米
国
と
キ
ュ
ー

バ
の
国
交
正
常
化
合
意
が
地
域
の
国
際

関
係
や
統
合
プ
ロ
セ
ス
に
い
か
な
る
影

響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
も
、
現
時
点

で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

こ
う
し
た
流
動
的
で
や
や
錯
綜
し
た

地
域
統
合
の
現
状
に
関
し
て
は
、
現
地

の
研
究
者
の
間
で
も
評
価
が
分
か
れ
て

い
る
。
悲
観
論
者
は
、
統
合
に
向
け
た

理
念
や
政
策
が
分
裂
気
味
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
制
度
化
の
水
準
が
低
く
意
思

決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、

国
家
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の
域
を
出

ず
機
構
と
し
て
の
独
自
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ

を
欠
く
こ
と
、
内
政
問
題
の
拡
大
で
ブ

ラ
ジ
ル
の
外
交
的
主
導
力
が
削
が
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
他
方
で

肯
定
論
者
は
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
が
後
述

の
と
お
り
域
内
問
題
を
自
ら
解
決
す
る

経
験
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
こ
と
、

地
域
の
政
治
的
意
思
を
集
団
で
表
明
す

る
と
の
重
要
な
役
割
を
確
立
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
強
調
す
る
。
た
し
か
に
地

域
の
求
心
力
と
発
言
力
は
過
去
に
み
ら

れ
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
る
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
と
英
国
の
間
に
あ
る
マ
ル
ビ
ナ

ス
（
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
諸
島
の
領
有

問
題
に
関
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｃ
が
、
英
国

女
王
を
国
家
元
首
と
す
る
カ
リ
ブ
の
九

カ
国
を
加
盟
国
に
含
ん
で
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
の
支
持
を

公
に
表
明
し
て
い
る
こ
と
は
（
二
〇
一

四
年
の
「
ハ
バ
ナ
宣
言
」
な
ど
）、
そ

れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

●
地
域
統
合
の
ど
こ
に
注
目
す
べ

き
か
？
（
１
）―
深
化
す
る
非

経
済
領
域
の
協
力

　

地
域
統
合
の
行
方
を
み
る
う
え
で
、

筆
者
は
少
な
く
と
も
次
の
二
つ
の
点
に

十
分
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の

評
価
や
将
来
展
望
を
見
誤
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
経
済
統
合
だ

け
に
焦
点
を
当
て
る
狭
い
視
野
で
今
日

の
統
合
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
通
商
政
策
面
で
の
太
平
洋

同
盟
と
メ
ル
コ
ス
ル
の
違
い
に
は
注
目

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
加
盟
国

の
間
で
相
互
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協

定
）
の
網
を
す
べ
て
張
り
巡
ら
せ
、
二

〇
一
四
年
六
月
の
「
議
定
書
」
の
採
択

で
九
二
％
の
品
目
の
関
税
を
即
時
撤
廃

し
た
太
平
洋
同
盟
と
、
内
向
き
な
メ
ル

コ
ス
ル
の
ス
タ
ン
ス
の
差
は
非
常
に
大

き
く
、
こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
地
域
全

体
を
包
摂
す
る
統
合
の
行
方
に
懐
疑
的

に
な
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
の
「
設
立
条
約
」（
二

〇
〇
八
年
）
に
は
、
そ
の
前
文
に
「
メ

ル
コ
ス
ル
、
ア
ン
デ
ス
共
同
体
、
そ
し

て
チ
リ
、
ガ
イ
ア
ナ
、
ス
リ
ナ
ム
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
統
合
の
成
果
・

進
捗
を
収
斂
さ
せ
る
か
た
ち
で
南
米
統

合
を
達
成
」
す
る
と
の
目
標
が
掲
げ
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
サ
ブ
地
域
統
合



45　　アジ研ワールド・トレンド No.243（2016. 1）

の
融
合
に
よ
る
経
済
圏
の
形
成
と
い
う

こ
の
当
初
の
青
写
真
は
、
今
で
は
完
全

に
議
題
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
日
の
統
合
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
、
経
済
は
あ
く
ま
で
全
体

の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
諸
国
は
政
治
、
安
全
保
障
、
社
会
、

文
化
な
ど
の
広
範
な
分
野
で
の
政
策
上

の
連
携
や
協
力
を
統
合
の
目
標
と
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
表
１
の
と

お
り
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
に
は
一
二
も
の

分
野
の
理
事
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
実
際
の
行
動
も
表
２
の
と

お
り
、
年
を
追
う
ご
と
に
拡
大
し
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
傾
向
は
表

３
の
と
お
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
お
い
て

も
認
め
ら
れ
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
は
発
足
直
後
よ
り
、

加
盟
国
で
発
生
し
た
危
機
的
事
態
の
い

く
つ
か
に
迅
速
か
つ
効
果
的
に
対
処
し

て
き
た
。
自
治
政
府
樹
立
を
目
ざ
す
反

政
府
運
動
が
武
力
行
使
に
昂
じ
た
ボ
リ

ビ
ア
・
パ
ン
ド
県
の
事
件
（
二
〇
〇
八

年
）、
公
務
員
改
革
に
抗
議
す
る
警
察

官
に
よ
る
コ
レ
ア
・
エ
ク
ア
ド
ル
大
統

領
軟
禁
事
件
（
二
〇
一
〇
年
）
の
際
に

は
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
は
即
座
に
臨
時
首

脳
会
議
を
招
集
し
、
両
国
の
大
統
領
へ

の
強
力
な
連
帯
を
表
明
す
る
こ
と
で
事

態
を
鎮
静
化
さ
せ
た
。
チ
ャ
ベ
ス
大
統

領
が
死
去
し
た
直
後
の
大
統
領
選
の
結

果
の
認
否
を
め
ぐ
っ
て
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国

内
が
紛
糾
し
た
と
き
に
も
（
二
〇
一
三

年
）、
同
様
に
臨
時
首
脳
会
議
を
開
き
、

与
党
候
補
の
当
選
を
承
認
す
る
宣
言
を

発
出
す
る
こ
と
で
問
題
を
収
束
さ
せ
た
。

　

経
済
に
関
し
て
も
、
地
域
の
分
断
を

回
避
し
よ
う
と
の
機
運
が
明
ら
か
に
存

在
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
六
月
の
第

六
回
太
平
洋
同
盟
首
脳
会
議
で
採
択
さ

れ
た
首
脳
宣
言
（「
プ
ン
タ
ミ
タ
宣

言
」）
に
は
、
太
平
洋
同
盟
と
メ
ル
コ

ス
ル
の
連
携
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
同
年
一

一
月
に
開
催
さ
れ
た
太
平
洋
同
盟=

メ
ル
コ
ス
ル
の
閣
僚
・
有
識
者
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
開
催
国
チ
リ
の
バ
チ
ェ
レ
大

統
領
は
、
両
機
構
が
対
立
ブ
ロ
ッ
ク
で

あ
る
と
の
偏
見
を
取
り
除
き
、
関
税
面

で
の
統
合
は
現
実
的
で
な
く
と
も
人
の

移
動
や
イ
ン
フ
ラ
、
輸
出
振
興
な
ど
で

協
力
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
訴
え
た
。

ま
た
二
〇
一
五
年
八
月
に
は
キ
ト
で
、

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
、
米
州
ボ
リ
バ
ル
同
盟

（
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ
）、
太
平
洋
同
盟
、
ア
ン
デ

ス
共
同
体
（
Ｃ
Ａ
Ｎ
）、
メ
ル
コ
ス
ル
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
統
合
連
合
（
Ａ
Ｌ
Ａ

Ｄ
Ｉ
）
の
代
表
者
が
集
ま
る
サ
ブ
地
域

統
合
の
収
斂
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会

合
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

●
地
域
統
合
の
ど
こ
に
注
目
す
べ

き
か
？
（
２
）―
地
域
統
合
と

国
家
主
権

　

さ
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
統
合
プ

ロ
セ
ス
を
み
る
う
え
で
注
意
す
べ
き
と

思
わ
れ
る
こ
と
の
も
う
ひ
と
つ
は
、
欧

州
の
理
論
や
経
験
則
を
基
準
に
統
合
の

進
捗
度
を
測
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

今
日
の
南
米
統
合
プ
ロ
セ
ス
は
、
二

〇
〇
〇
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
主
導
で
南
米

首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

始
ま
っ
た
。
こ
の
首
脳
会
議
が
二
〇
〇

表１　UNASUR 理事会

① 南米エネルギー理事会
② 南米防衛理事会 (CDS)
③ 南米保健理事会 (CSS)
④ 南米社会開発理事会 (CDSS)
⑤ 南米インフラ・企画理事会 (COSIPLAN)
⑥ 南米麻薬地球問題理事会
⑦ 南米経済・財政理事会
⑧ UNASUR 選挙理事会
⑨ 南米教育理事会
⑩ 南米文化理事会
⑪ 南米科学・技術・イノベーション理事会
⑫ 南米市民安全・司法・越境組織犯罪対策調整理事会

（出所）　筆者作成。

表２　UNASUR のアジェンダ

 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
保健 ○ ○ ○ ○ ○ ○
防衛 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エネルギー ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会的不平等 ○ ○ ○ ○ ○
インフラ ○ ○ ○ ○ ○
麻薬 ○ ○ ○ ○
経済 / 財政 ○ ○ ○
民主主義 / 選挙 ○ ○ ○ ○ ○
教育 ○ ○ ○ ○
文化 ○ ○ ○ ○
科学 / 技術 ○ ○ ○
移民 ○ ○ ○
警察 / 司法 ○ ○
飢餓 / 食糧安全保障 ○ ○
人権 ○ ○ ○
自然災害 ○ ○
連帯経済 ○
貿易 ○ ○
コミュニケーション ○
観光 ○
内政問題（ハイチ、
パラグアイ、エクア
ドル、ボリビア、マ
ルビナス諸島）

○ ○ ○ ○

（注）　首脳会議や理事会で採択された宣言、合意、議定書、理事会決議などをとりまとめ。
（出所） 　参考文献①、16ページ。
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四
年
に
南
米
諸
国
共
同
体
（Com

uni
dad Sudam

ericana de N
aciones

：

Ｃ
Ｓ
Ｎ
）
と
な
り
、
二
〇
〇
八
年
に
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
す
な
わ
ち
南
米
諸
国
連
合

と
し
て
機
構
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い

る
。
名
称
の
変
遷
は
あ
た
か
も
欧
州
共

同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
か
ら
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
へ
と
移
行
し
た
欧
州
の
経
験
を
引

き
写
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。

ま
た
防
衛
問
題
を
取
り
扱
う
地
域
史
上

初
め
て
の
多
国
間
枠
組
み
で
あ
る
「
南

米
防
衛
理
事
会
」（Consejo de D

e
fensa Suram

ericano

：
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）
が

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
の
発
足
と
と
も
に
設
置

さ
れ
、
統
合
の
領
域
が
安
全
保
障
に
ま

で
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
も
欧
州
の
プ
ロ

セ
ス
と
の
相
似
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
両
地
域
の
統
合
プ

ロ
セ
ス
で
は
、
国
家
主
権
と
地
域
機
構

の
関
係
が
本
質
的
に
異
な
る
。
冒
頭
に

も
ふ
れ
た
と
お
り
、
今
日
の
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
統
合
プ
ロ
セ
ス
は
、

そ
の
底
流
に
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の

懐
疑
が
あ
り
、
リ
ベ
ラ
（
参
考
文
献

②
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
自
由
化

の
力
学
が
経
済
・
政
治
・
社
会
に
わ
た

る
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
強
く
働
い
て
国

家
の
役
割
が
縮
小
す
る
な
か
、
そ
れ
を

回
復
し
て
『
よ
き
生
活
』（Buen V

i
vir

）
を
実
現
」
す
る
と
と
も
に
、「
米

国
に
よ
る
覇
権
的
利
益
の
追
求
に
異
議

を
申
し
立
て
、
地
域
全
体
で
共
有
さ
れ

る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
礎
と
す
る
多

国
間
主
義
に
基
づ
い
た
地
域
秩
序
を
構

築
す
る
」
こ
と
が
大
き
な
目
標
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
諸
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
の

作
用
や
大
国
か
ら
の
干
渉
に
対
す
る
国

家
と
し
て
の
抵
抗
力
を
連
帯
し
て
高
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
統
合

の
理
念
の
な
か
に
「
超
国
家
的
」
な
機

構
を
創
設
す
る
こ
と
は
何
ら
想
定
さ
れ

て
い
な
い
。
欧
州
の
よ
う
な
主
権
制
限

型
の
統
合
は
む
し
ろ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
の
国
々
に
は
「
主
権
へ
の
脅
威
」
と

す
ら
映
る
の
で
あ
る
。

　

対
米
関
係
を
め
ぐ
る
近
年
の
い
く
つ

か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
こ
の
文
脈
で
解
釈

で
き
よ
う
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に

は
、
親
米
・
反
米
を
問
わ
ず
、
覇
権
の

一
方
的
な
行
使
を
拒
否
す
る
こ
と
自
体

に
共
通
の
利
益
が
あ
る
。
二
〇
一
二
年

四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
米
州
首
脳

会
議
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
カ
ル
タ
ヘ
ナ
）

で
は
、
も
っ
と
も
親
米
的
な
外
交
姿
勢

を
と
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
サ
ン
ト
ス
大
統

領
で
す
ら
、「
キ
ュ
ー
バ
抜
き
の
サ
ミ

ッ
ト
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
し
て

米
国
の
姿
勢
を
批
判
し
た
。
二
〇
一
五

年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
米
州
首

脳
会
議
（
パ
ナ
マ
市
）
で
は
、
つ
い
に

カ
ス
ト
ロ
・
キ
ュ
ー
バ
国
家
評
議
会
議

長
と
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
歴
史
的
な
握

手
が
実
現
し
た
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
の
反
政
府
派
人
物
の
逮

捕
・
拘
留
を
理
由
に
米
国
が
同
国
へ
の

制
裁
を
発
動
し
た
こ
と
（
同
年
三
月
九

日
付
大
統
領
令
）
に
関
し
て
は
、
米
国

と
カ
ナ
ダ
以
外
の
三
三
カ
国
す
べ
て
が
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
支
持
す
る
側
に
回
っ
た
。

な
お
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
同
年
三
月
に

開
催
さ
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
の
臨
時
外

相
会
議
で
も
、
同
大
統
領
令
の
撤
回
を

要
求
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

キ
ュ
ー
バ
と
の
和
解
の
姿
勢
を
示
し
つ

つ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
は
強
い
圧
力
を
か

け
て
「
自
由
」
や
「
人
権
」
を
強
調
し

て
み
せ
る
米
国
の
外
交
戦
術
は
、
政
策

の
正
当
性
や
規
範
価
値
と
は
別
次
元
で

働
く
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
連
帯
や

主
権
意
識
を
見
落
と
し
て
、
か
え
っ
て

問
題
を
こ
じ
ら
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

●
国
家
間
協
調
の
枠
組
み
と
し
て

の
地
域
統
合
の
限
界

　

た
だ
し
国
家
主
権
が
前
面
に
出
る
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
統
合
プ
ロ
セ
ス
は
、

そ
れ
ゆ
え
の
弱
点
や
限
界
も
あ
る
。
ボ

リ
ビ
ア
や
エ
ク
ア
ド
ル
や
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

で
発
生
し
た
危
機
状
況
に
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ

Ｒ
が
迅
速
か
つ
効
果
的
に
対
処
し
た
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
い
ず
れ
も
内
政
の
危

機
で
あ
っ
た
。
各
国
首
脳
は
、
選
挙
で

選
ば
れ
た
正
統
な
政
府
で
あ
る
こ
と
を

根
拠
に
あ
げ
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
を
通
じ

て
政
権
を
相
互
に
支
え
合
う
こ
と
に
は

共
通
の
利
益
が
あ
る
。

表３　CELAC のアジェンダ

 2010年 2011年 2013年 2014年
エネルギー ○ ○
移民 ○ ○ ○
気候変動 ○ ○ ○
人道支援 ○ ○ ○
麻薬 ○ ○
防衛 ○ ○
民主主義 ○
飢餓 / 食糧安全保障 ○ ○ ○
社会的不平等 ○
テロ ○ ○
文化 ○ ○
武器取引（密輸） ○
ジェンダー ○
先住民の権利 ○
小農民の権利 ○
公衆衛生 ○
自然災害 ○
漁業 ○
人種問題 ○
国際関係 ○
内政問題（キューバ、
グァテマラ、エクア
ドル、パラグアイ、
マルビナス諸島）

○ ○ ○ ○

（注） 　首脳レベルで採択された宣言などで言及されているイ
シューをとりまとめ。

（出所）　 参考文献①、15ページ。
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と
こ
ろ
が
国
家
間
の
紛
争
に
関
し
て

は
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
は
そ
れ
を
解
決
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
公
式
に
も
非
公
式
に

も
確
立
し
て
い
な
い
。
反
政
府
ゲ
リ
ラ

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
革
命
軍
）
掃

討
作
戦
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
政
府
軍
が
対

エ
ク
ア
ド
ル
国
境
を
侵
犯
し
、
両
国
の

外
交
関
係
が
絶
た
れ
た
と
き
（
二
〇
〇

八
年
三
月
）、
関
係
改
善
の
糸
口
が
米

州
機
構
で
は
な
く
南
米
諸
国
間
の
対
話

で
探
ら
れ
た
と
い
う
点
に
は
地
域
協
調

の
新
し
い
気
運
が
表
れ
て
い
る
が
、
紛

争
そ
れ
自
体
の
解
決
に
は
長
い
時
間
を

要
し
た
（
翌
二
〇
〇
九
年
八
月
の
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
首
脳
会
議
の
開
催
を
直
前
に

控
え
た
段
階
で
、
よ
う
や
く
両
国
間
の

対
話
が
開
始
）。
最
近
で
は
二
〇
一
五

年
八
月
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
コ
ロ
ン
ビ
ア

と
の
国
境
を
一
方
的
に
閉
鎖
し
た
こ
と

が
外
交
問
題
に
発
展
し
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ

Ｒ
議
長
国
で
あ
る
ウ
ル
グ
ア
イ
と
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｃ
議
長
国
で
あ
る
エ
ク
ア
ド
ル
の

仲
介
に
よ
り
四
カ
国
の
外
相
会
合
を
キ

ト
で
開
く
こ
と
で
打
開
策
が
探
ら
れ
た

が
（
九
月
初
旬
）、
そ
こ
に
い
た
る
ま

で
に
三
週
間
に
わ
た
る
非
難
の
応
酬
が

あ
り
、
問
題
解
決
の
行
方
に
は
い
ぜ
ん

不
透
明
感
が
漂
っ
て
い
る
（
な
お
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
に
よ
る
措
置
の
表
向
き
の
理

由
は
国
境
地
帯
の
治
安
悪
化
に
あ
る
が
、

真
の
狙
い
は
、
補
助
金
で
価
格
を
抑
え

て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
や
食
料
の
流
出
阻
止

に
あ
る
と
の
見
方
も
強
い
）。

●
地
域
統
合
と
市
民
社
会

　

も
う
一
点
、
国
家
主
権
が
強
調
さ
れ

る
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
が
陥
り
か
ね
な
い
問

題
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
市
民
社

会
と
の
軋
轢
で
あ
る
。
じ
つ
は
ネ
オ
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
是
正
と
い
う
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｕ
Ｒ
の
出
自
的
性
格
を
反
映
し
、
そ
の

設
立
条
約
に
は
統
合
プ
ロ
セ
ス
へ
の

「
市
民
の
参
加
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
の

「
南
米
イ
ン
フ
ラ
・
企
画
理
事
会
」

（C
onsejo Suram

ericano de In
fraestructura y Planeam

ieno

：
Ｃ

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
が
所
管
す
る
「
南

米
イ
ン
フ
ラ
統
合
計
画
」（Iniciativa 
para la Integración de la Infra
estructura R

egional en Suda
m

érica

：
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
が
、
市
民

の
声
を
無
視
し
て
い
る
と
の
批
判
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
（
参
考

文
献
③
）。
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ
に
基
づ
く
イ

ン
フ
ラ
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
生
態

系
を
破
壊
し
住
民
の
生
活
や
健
康
に
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
し
て
社
会
紛
争

に
発
展
す
る
事
態
が
頻
発
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ａ

の
枠
組
み
で
整
備
さ
れ
た
大
陸
横
断
道

路
の
経
済
効
果
が
ア
ジ
ア
向
け
の
一
次

産
品
輸
出
の
拡
大
に
限
ら
れ
、
域
内
貿

易
の
拡
大
や
地
場
の
経
済
の
活
性
化
に

ほ
と
ん
ど
寄
与
し
て
い
な
い
と
の
批
判

も
あ
り
、
論
争
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

近
年
、
イ
ン
フ
ラ
開
発
や
資
源
開
発

を
め
ぐ
り
、
先
住
民
団
体
や
市
民
団
体

が
政
府
へ
の
激
し
い
抗
議
行
動
を
起
こ

す
事
例
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
増
え

て
い
る
。
エ
ク
ア
ド
ル
の
コ
レ
ア
政
権

の
場
合
も
、
大
衆
層
は
本
来
そ
の
支
持

基
盤
で
あ
り
な
が
ら
、
開
発
問
題
を
め

ぐ
っ
て
国
内
最
大
の
先
住
民
団
体
で
あ

る
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｅ
（
エ
ク
ア
ド
ル
先
住

民
連
合
）
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
て
い

る
。
こ
う
し
た
対
立
関
係
が
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｕ
Ｒ
と
市
民
社
会
の
間
で
も
昂
じ
て
い

く
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

●
地
域
統
合
の
行
方

　

本
稿
で
は
今
日
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
地
域
統
合
の
特
徴
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
注
目
す
べ
き
と
思
わ
れ

る
論
点
の
い
く
つ
か
を
指
摘
し
て
き
た
。

　

日
本
で
は
、
対
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
関

係
の
中
心
に
経
済
が
あ
る
た
め
、
地
域

統
合
の
経
済
的
側
面
の
み
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
通
商
政
策
の
親

和
性
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
通
じ
て
の
関
係
性

か
ら
太
平
洋
同
盟
に
肩
入
れ
し
、
そ
れ

と
異
な
る
政
策
志
向
を
も
つ
国
々
に
よ

る
統
合
の
模
索
を
冷
や
や
か
に
み
る
傾

向
も
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
狭
い
視

野
で
は
、
統
合
プ
ロ
セ
ス
の
個
性
、
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
落
と
し
、
将
来
展
望

を
見
誤
り
か
ね
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

国
家
間
紛
争
解
決
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
市

民
社
会
と
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
が
統
合
プ

ロ
セ
ス
の
な
か
に
い
か
に
確
立
さ
れ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
う
ら
べ　

ひ
ろ
ゆ
き
／
獨
協
大
学
教

授
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
研
究

所
［
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
］
エ
ク
ア
ド
ル
本

部
客
員
研
究
員
）
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